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＜シリーズ＞ダーウィン『種の起源』に学ぶ(2)

序言および第1章の要約と若干の問題点
＊

小寺春人

この連載は第2回を迎えましたが， このシリーズの内容をふまえて，井尻正二会員の

編著により「『種の起原』をどう読むか」と、、う本を築地書館から出版することになり

ました。つきましては，本連載を続けた場合に完結が何年も先になることをご考慮いた

だき，第3回以降の連載を，上記単行本に移行させていただくことをご諒承いただきた

く，お願い申し上げます。 （編集係）

1.序言く要約＞ るものでない。

それゆえ，生物の変化と相互適応への方法について，

はっきりした見通しをうることが， きわめて重要であ

る。私は， この解明のいとぐちを，家畜および栽培植

物についての研究に，みいだすことができたのである。

このような考えから，第1章を「飼育栽培下の変異」

にあてる。ここでは，遺伝的な変化が実際に可能であ

ること。いつもおこっている小さな変異を人間が選択

し，集積させることがいかに大きいものであるかをの

べる。第2章では， 自然状態の種の変異性についてあ

つかい．特に変異にとっての好都合な環境についての

くる。第3章では，すべての生物が幾何級数比で増殖

する結果おこる，生存のため闘争についてのくる。こ

れはマルサスの原理を全動植物界に適応したものであ

る。第4章では，生存闘争のなかで，少しでも有利な

変異をした生物がいっそう生存の機会にめく．まれる，

という自然選択についてのくる。選択された変異は，

遺伝の原理により新い､形質の変種をふやしていく。

その反対に改善されていない生物に対しては絶滅に追

い込む。自然選択は，変種間の差異を増大させ，形質

の分岐というものにみちびく。

第5章では，変異と成長の相関についての， まだ十

分に解明されていない問題についてのくる。つづく第

6，7，8，9章では,この学説にとっての難問題につい

てのくる。 1つは， きわめて精巧な構造をもった器官

がどのような変化によってできたか。また，本能とい

う動物の心理能力の問題。雑種形成と生殖能力の関係

について。そして，化石の記録の欠如に関する地質学

的記録の不完全性の問題である。第10章では,生物の

地質学的な遷移について，第11， 12章では,生物の空

間的な地理的分布について，第13章では,生物の分類

と発生初期における生物相互の類縁性につ、､てのべる。

軍艦ピーグル号による博物学者としての航海から，

南アメリカの生物の分布やこの大陸の現在と過去の生

物の地質学的な諸関係をとおして，神秘中の神秘とい

われた種の起原について，若干の光を投ずるものがあ

るように思われた。帰国後の研究から， この主題に対

する結論の概要を1844年に普いた。

現在この仕事はほとんど終っているが，完成にはな

お2， 3年を必要とする。しかし，私の健康上の理由

から，抄本としてこの本を刊行せざるをえなくなった。

さらに， この刊行がうながされたのは，現在マレー諸

島で博物学の研究をおこなっているウォーレス氏が，

種の起原について私とほとんど同じ結論に到達したか

らである。去年（1858年）氏から論文が送られ,サー．

ライエルとフーカー博士のとりはからいで,私の1844

年の概要とともにリンネ学会報第3巻に掲赦された。

この本では，引用した典拠や著者名，それに結論を

みちびきだした諸事実の典拠をあげることができない。

この点は，私が正確であることを信頼していただき，

これらは私の将来の著作で果したいと思う。

種の起原についてみると，博物学者が生物のあいだ

の類縁性や，発生学的な諸関係，地理的分布，地質学

的遷移などから，種はそれぞれに創造されたものでな

く，変種と同じくほかの極から由来したと結論するこ

とは，十分に予測できる。博物学者は，変異の原因と

して気候や食物などの外的条件だけを考えている。し

かしながら， この世界に生息する無数の種がどのよう

に変化してきたものか，そして驚くべく構造の完全さ

と相互適応のみごとさは， どのようにして達せられた

かは，外的条件からだけでは説明できないものである。

またこれを，習性や生物の意志の作用からも説明でき
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ギやウシの場合のように，乳をしぼる家畜では，乳房

が大きくなるなど， よく使う器官は発達し，使わない

器官は退化するという，用・不用の作用である。

最後の章は，全体の簡単な要約と，結論である。

大多数の博物学者は，おのおのの種はそれぞれに創

造されたものだという見解をもっているが，私はこれ

までの研究からこの見解がまちがっていると結論する。

種は不変でなく，種はほかの，一般にはすでに絶滅し

た種から由来した子孫であり，変種が種の子孫である

のと同じであることを，完全に確信している。さらに，

自然選択が生物の変化をもたらせる主な方途であるが，

唯一のものでないことをも，のべておく。

成長の相関

変異には多くの法則性が認められるが， これはあと

の章でのべることにする。そのうち，成長の相関ある

いは相関変異といわれるものだけを，みることにするo

これは，胚または幼生の段階でおこった変化が，成体

での変異の原因となること。また，ある変異がまった

くはなれた部位の変異と，相関してあらわれるといっ

た現象である。目が青く白い毛のネコは，例外なく耳

がきこえない，などの例がそれである。育種のうえで

は，ある特徴を選択した結果，他の構造も無意識的に

変化させてしまうことがある。

Ⅱ.第1章飼育栽培のもとでの変異く要約＞

地球上に生息する無数とも、､える種が， どのように

変化し，完全なまでに相互適応するに至ったかという

「種の起原の問題」について， これを解明するための

第1の手掛りを， 夕．－ウインは飼育栽培生物の諸品種

がうまれた過程に求めたのであった。 遺伝

変異とその遺伝性についてみると，親にあらわれた

変異が子にもあらわれることは，育種家の基本的な常

識である。多毛症のような奇妙でまれな変異が遺伝す

るのであるから，ふつうにみられる変異が遺伝するの

は規則と言ってよく，遺伝しな、､方が異常であろう。

遺伝の法則については，ほとんどわかっていない。

ある形質が祖父母からの遺伝であったり，特殊な性質

が雌雄の一方だけにあらわれるものの，両性を通じて

遺伝するといったことがある。

特に重要だと思われるのは，ある特別な形質の変異

が出現すると，その子孫にもはじめに出現した時期と，

同じ時期にその形質があらわれることである。これは

発生学上きわめて重要な規則である。

変異性の原因

飼育栽培のもとでの動植物は， 自然条件下の種より

も変異性がいちじるしく大きい。それは，飼育栽培生

物が自然のもととはちがった，つねに変動の大きい生

活条件にさらされているからと考えられる。野生の動

植物を飼育栽培した場合に，はっきりした変異があら

われてくるのは，新しい生活条件下に何世代もかさね

てからである。そして， この変化は世代をかさねて，

変化しつづけるものである。

変異性が誘発されるのは，多くの場合は受精より前

の段階で，雌雄の生殖要素つまり生殖細胞が外的条件

の影響を受けるからと考えられる。それは生殖細胞が

拘束や飼育といった生活条件の変化に対して，たいへ

ん敏感だからである。生殖細胞への影響は，たいてい

の場合に子がうまれないとか，種子ができないという

不稔性をまねく。一方，拘束のもとでも，なおかつ繁

殖する場合には，生殖細胞への外的影響が両親とは異

なる形質をうみだすことになる。したがって，生活条

件の変化は，一方では不稔性をもたらし，他方では変

異性をもたらせる原因になっている。

飼育栽培変種の特徴

飼育栽培品種は，野放しにされるともとの原種に戻

る，つまり先祖返りをするので，飼育栽培生物から自

然のもとでの種について推測するのは， まちがいだと

､、う議論がある。しかし実際には，ある飼育栽培品種

を同じ条件下で，一定の個体数を飼育繁殖させるなら，

先祖返りという猿得形質の喪失はおとらないものであ

る。

飼育栽培変種が原種に戻るのは，何世代も野生状態

におかれているあいだに， 自然選択をうけ，再び自然

条件下に適応した場合だけであろう。しかし，飼育栽

培生物は野生に戻されると，生活できないのがふつう

である。

飼育栽培変種の特徴は， 自然の種と比べて形質が一

様でない点である。飼育栽培品種には，奇形的な形質

をもつものや， 自然の種とは極端にちがった部分をも

つものがある。一つの種から由来した飼育栽培品種の

習性の作用

先の場合とはちがって，たとえば1つの植物に突然

あたらしい形質の枝があらわれる，枝変りといわれる

場合のように，変異がかならずしも生殖作用と結合し

ないこともある。

また，熱や光といった外的条件の直接作用による変

異もある。これは動物ではごく限られているが，植物

では多い。

習性の作用から変異がもたらされることもある。ヤ
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あいだの相違は， これからのあいだで交雑が可能な点

を除くと， 自然のもとでの一つの属の中の，近縁な種

間にみられる差異ほどか，それよりやや小さい程度で

ある。ある品種が，たんなる変種なのか， もともと種

がちがうかは経験的な判断にもとづく。しかし属をわ

ける形質によって，たがいに異なることはない。

はっきりした種として少なくとも20種くらいに分類

するであろう。あるいは，品種によっては，属のちが

う種とみなすかもしれない。

ハトのすべての品種は，カワラバトに由来するとい

う，博物学者の意見が正しいと確信している。もし多

元的であるとすれば，少なくとも7， 8種の原種に由

来したと考えねばならなくなる。なぜなら，現在ある

品種をつくるには， これ以下の品種の交雑からはつく

れないからである。それに， よほど変った原種，たと

えば異常に大きな暁嚢をもった野生のハトが存在する

ことになるが，そのような野生種はみあたらないし，

絶滅した可能性もないのである。

ハトのある2品種を交配すると，その1代雑種には

突然に両親とはちがった形質があらわれ， 2代雑種で

は野生のカワラバI､と同じになる。これは， カワラバ

トから由来したものとすれば， よく知られた祖先形へ

の復帰の原理にもとづき理解することができる。ハト

のすべての品種は， どの品種のあいだでも交雑が可能

であって，その子は生殖能力を保持している。はっき

りちがった種の動物のあいだでは，雑種の子に生殖能

力がないものであるから，その点でも，ハトの品種が

それぞれちがう種から由来したと考えるのは，あやま

りだといえる。

ハトの品種は，たがいに極端にちがってはいるが，

それぞれの品種には大きい変異性があって，結局は品

種のあいだをうめる完全な系列がつくられている。こ

の点でも，ハトが単一種から起原したことを裏付けて

いる。ハトの品種がこのように多数あるのは，古くか

ら，記録のうえでは紀元前3,000年ころから，人々の

細心の注意と愛好心をもって， また，ある場合には食

用としてさえも，選択され飼育されてきたからであるc

ハトの例にみるように，育種家は小さい差異の選択

をつみかさねて，少し変った品種をつくりだしている

のだが，何代もの世代にわたって小さい差異が集積し

て，その総和として極端に異なった品種がつくりださ

れたのだとは，気付いていない。

飼育栽培変種の起原

もし犬のように多様な家畜品種が，単一の種から由

来したのであるなら， イヌに近いキツネなどの自然種

もまた，変りうるものだといえよう。実際にイヌにつ

いてみると，品種のあいだの差異は，その一部はいく

つかの種の交配によるところもあるが，多くは育種に

より生じたものである。

人間は，はじめから変異性の大きい動植物を選んで，

飼育栽培生物をつくりだしたと思うかもしれない。し

かし，はじめから変化するものだという予測があった

わけでなく，結果として新しい飼育栽培生物ができた

までである。それゆえ， どんな生物でも同じように変

化しうるものであるにちがいない。

家畜の品種がそれぞれちがった種に由来すると考え

る学者は，たとえば四，五千年前のエジプトの遺跡に，

すでにいろいろな品種の記録がみられることを， より

どころにしている。しかし， このような事実は家畜の

さまざまな品種が， さらにずっと古いことをものがた

っているにすぎない。

先にのべたように， イヌは多元的な野生種に由来す

るらい､。それは，世界的に分布しているイヌ属のい

ろいろな種を， ちがった地域で家畜化したからであろ

う。ウシも多元的である。ウマ，ニワトリ，アヒル，

ウサギは単一種から由来したと思われる。

もし，家畜の各品種がそれぞれの野生の原種に起原

するならば，それだけの数の野生種がいるはずだが，

実際には存在しないし，存在した可能性もない。また，

交雑によって新しい品種をつくる可能性ものべられて

きたが，大きくちがった2つの品種の交雑から，中間

的な品種を得ることはできないものである。もし交雑

する場合は，近縁な品種を選び，得られた雑種の個体

の中から，のぞましい形質の個体を，累代にわたって

選択することが，いっそう重要なのである。たんに交

雑をかさねることによって，永続的な品種がつくられ

たという記録はない。

選択

むかしからとられてきた選択の原理，それの作用

飼育栽培品種が生じてきた作用には，温度や食糧に

よる生活の外的条件の直接作用や，習性による用・不

用の作用によることも部分的にあるであろう。しかし，

飼育栽培品種の特徴は，人間にとって有益な適応をし

ている点である。このような適応を，外的条件の直接

作用から説明することはできない。また人間にかくも

完全に適応した変異が，一度に突然，生じたとも考え

られない。飼育栽培品種は， 自然がつぎつぎと変異を

与え， これを人間が自分に有利な方向へ選択をつみか

いろいろなハトの差異とその起原

どんな研究の場合にも，ある特別な一群の生物を研

究するのがよい方法と思うので， ここではハトをとり

あげる。ハトの品種はおどろくばかりの多種多様なも

のがあり， もし鳥類学者に野生の鳥だとしてみせれば，
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された結果，つくりだしてきたものである。

品種改良のために，はなれた品種どうしの交雑をす

ることはな､､。交雑をする場合には，ごく近縁な品種

のあいだでおこない， これに厳密な選択をおこなうこ

とが，いっそう重要である。この選択には，するどい

経験的な目を必要とするもので， きわめて小さい差異

を世代をかさねて一定方向に集積させることである。

植物の場合は， まずある変異を選択し，品種として

の特徴が固定されたならば，つぎには， きめられた標

準よりはずれた個体を泡きすてるという方法がとられ

てきた。これは動物でも，ほぼ同じ方法がとられる。

あたりまえのことではあるが，選択の対象とする形

質においては，ひじょうにちがった品種ができるが，

その他の部分の形質はよく似ているものである。ただ

しまれには，相関変異の法則によって，選択対象とは

して､､ない形質に変化が生じることもある。

この選択の方法が，ひじょうに古､､時代から実行さ

れていた記録や証拠がある。古代中国の百科全書やロ

ーマの古典にのべられて､､るほか，現在の未開人が独

自の家畜をもっていることからも， うかがえるのであ

る。

育種のための選択にとってまず重要なのは，変異性

が高いととである。これによって，選択のための材料

を自由に得ることができる。しかし一般には，人間に

有用な変異は数少ないものであるから，多量に飼育栽

培する必要がある。個体数が少ないと，選択なしに繁

殖させてしまうから，育種のうえでの大きな障害とな

る。たとえば， ヨークシャー地方のヒツジは，人びと

が貧い､ので少数しか飼われるととがないから，改良

されるととがないのである。

新品種の育種にとっては， 自由な交雑を避けること

が必要であるので，隔離した飼育栽培が重要である。

ネコは夜行性でうろつく習性があるから，人間の意志

通りにつがわせることができず，はっきりした品種を

維持させることができない。一般的に，明瞭な品種が

うまれなかったものは，選択がおこなわれなかったか

らと言ってよいだろう。

Ⅲ｡第1章の問題点

この章では， まず，飼育蔵培下の動植物をどうみる

かが重要な問題である。というのも， 夕．－ウィンの時

代には，家畜や栽培植物の品種がしばしばもとの，野

生種へと戻ってしまうことがあるから，そもそも種と

は変ることのない恒久的なものであるとの考えが，支

配的であったからである。だからこそダーウィンはこ

れを否定し， もとの種からは大きく異なった変種が，

飼育栽培品種としてつくりだされている事実をあげ，

種の可変性の根拠としたのである。

夕．－ウィン学説のもう1人の提唱者であるウォーレ

ス(1)もまた，家畜はもとの種に戻ることがあること，
飼育のもとでは次の章で扱う生存のための闘争がなく，

自然選択も受けるととがないのであるから，家畜にも

とづき自然の種について議論することはまちがいであ

るとのべている。

この問題は，生物とその広義の環境（物理化学的，

生態学的環境）との関係にあるといえるだろう。飼育

栽培生物の場合は，環境条件の一部を人為的に変える

ことによって，生物そのものを変化させたわけである。

この人為的な条件のなかには，物理化学的な条件のほ

かに人間による選択や繁殖が含まれる。これに対して

自然のもとでは，環境条件がひじょうに安定したもの

であり，その変化は地質的時間の単位で変化するもの

と考えなくてはならない。

夕．－ウィンが進化の問題に，飼育栽培生物からの解

明を試みたことは，たんに自然のミニチュアとして，

あるいはたんなる比較としてとりあげたとみるのでは

なく，科学の方法論のうえから，井尻氏が『科学論』

(2)でのべている条件的方法としてみる必要がある。つ

方法的選択と無意識的選択

現在の育種家は，はっきりした目的をもって新しい

品種をつくろうとしているが，選択はかならずしも意

識的になされてきたばかりでなく， もっとも良い動物

を得て， これを繁殖させようとする結果が，重要な選

択をなしてきたのである。このような古くからの，い

ろいろな地域での無意識的な選択によって，多種多様

な飼育栽培品種が生じてきたのである。

われわれの飼育栽培生物の起原の不明

花壇や菜園でみる栽培植物の野生の祖先は，わから

ないのがふつうである。それは何世紀も何千年もかか

って，育種されてきたからである。

飼育栽培生物が人間の好みに適応しているのは，人

間による選択の結果であることをものがたっている。

また，品種には異常な形質のものが多く，特に外的な

形質に差異が大きく内的な形質に差異が'j､さいのは，

人間の注意が外的形質にひかれやすいからである。

飼育家が選別する差異は， きわめて小さいものであ

るが，新奇なものを所有したいとL、う人間の本性から，

それらがしだいに価値あるものとなり，品種名がつけ

られるようになる。このような人間の好みと趣向のつ

みかさねから飼育栽培生物がつくられているので，そ

の起原や歴史はわからないものとなっている。

人間の選択の力にとって有利な環境
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まり，生物という主体に対して，生物が存在するため

にはなくてはならない物理化学的および生態学的な条

件を，人為的に変えることによって，生物（主体）そ

のものを新しくつくり変えるという，人間の実践活動

を通した方法論であったとみるべきであろう。

蛇足ではあるが，ダーウィンの時代がイギリス資本

主義の興隆期にあって，育種技術もその一翼をになっ

ていたという背景も重要である。ダーウィンがいち早

くこの産業実践に目を向け，生物進化の手掛りを求め

たことは卓見であったといわねばならない。と同時に，

このような背景があったからこそ，ダーウィン学説が

社会的に認知されたゆえんでもある。

『種の起原』の基礎をなしているのは，第1章と第

2章における生物の変異性である。ダーウィンは，生

物進化の前提となるものが変異性であるとし， これを

契機として生存闘争に発展するとみたことは，あらゆ

る物質の発展過程の契機が，同一性と区別の同一性，

ならびに差異性にあるとする弁証法(3)の生物版を，は
からずしもみいだしたということである。

つぎに交雑の問題を検討しておこう。育種の過程で，

近縁の品種間の交雑をする際には，交雑のあとの厳密

な選択がいっそう重要であると，ダーウィンはのべて

いる。たんに交雑によってのみ，新しい品種が誕生す

るわけでない。このことは，交雑することによって個

体変異のワクを越えた変異性を品種内に持ち込むこと

ではあるが，安定した生殖集団を形成する段階にまで

は達していないわけである。そのためには，累代にわ

たる人為的な選択過程を必要とするものである。

言葉をかえると，あとの章で扱う自然のもとでの新

い､種の形成過程で，変種のあ、､だの生存闘争という

対立物の関係があらわれる(3)が， これに相当したもの
として，飼育栽培生物では，交雑によって品種内にあ

えて対立物を持ち込むことであると，理辨できるので

はないだろうか。
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